
　
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
は
エ
ジ
プ
ト
に
波

及
し
な
い
は
ず
だ
っ
た
。
チ
ュ
ニ
ジ
ア

で
の
政
権
崩
壊
を
受
け
て
エ
ジ
プ
ト
で

も
抗
議
デ
モ
が
計
画
さ
れ
た
が
、
そ
の

当
日
ま
で
デ
モ
が
大
規
模
化
す
る
と
は

考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

そ
の
理
由
と
し
て
、
チ
ュ
ニ
ジ
ア
と
は

異
な
り
、
エ
ジ
プ
ト
の
世
俗
的
な
中
間

層
の
脆
弱
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
エ
ジ
プ

ト
の
中
間
層
の
多
く
は
一
九
七
〇
年
代

か
ら
始
ま
っ
た
経
済
改
革
に
よ
っ
て
痛

手
を
負
い
、
そ
の
救
済
を
イ
ス
ラ
ー
ム

に
求
め
た
こ
と
で
イ
ス
ラ
ー
ム
化
し
た

と
い
わ
れ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
中
間

層
の
多
く
は
イ
ス
ラ
ー
ム
か
世
俗
か
と

い
っ
た
論
争
に
は
反
応
す
る
が
、
政
治

的
社
会
的
な
問
題
で
結
束
す
る
こ
と
は

な
い
と
想
定
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
周
知
の
と
お
り
、

エ
ジ
プ
ト
は
「
ア
ラ
ブ
の
春
」
の
中
心

地
と
な
り
、
わ
ず
か
一
八
日
間
で
大
統

領
退
陣
に
至
っ
た
。
中
間
層
の
若
者
が

先
導
し
、
都
市
部
の
中
間
層
が
参
加
す

る
こ
と
で
、
抗
議
デ
モ
は
「
革
命
」
と

な
っ
た
。
エ
ジ
プ
ト
の
「
一
月
二
五
日

革
命
」は
中
間
層
の
蜂
起
と
捉
え
ら
れ
、

ま
た
今
後
の
社
会
構
築
の
担
い
手
と
し

て
中
間
層
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　

エ
ジ
プ
ト
の
中
間
層
と
は
ど
の
よ
う

な
人
た
ち
な
の
だ
ろ
う
か
。
脆
弱
化
し

た
層
な
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
社
会

の
中
核
な
の
だ
ろ
う
か
。
本
稿
で
は
、

社
会
経
済
的
な
側
面
か
ら
、
エ
ジ
プ
ト

の
中
間
層
の
変
遷
を
紹
介
す
る
。

●
中
間
層
の
拡
大
と
分
解

　

エ
ジ
プ
ト
国
内
で
の
中
間
層
に
対
す

る
関
心
は
一
九
五
二
年
革
命
を
契
機
に

高
ま
っ
た
。政
権
の
支
持
基
盤
と
し
て
、

中
間
層
の
拡
大
が
重
視
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
ナ
ー
セ
ル
政
権
は
、
授
業
料
の
無

償
化
に
よ
っ
て
高
等
教
育
を
拡
充
し
、

そ
の
卒
業
生
の
公
的
部
門
で
の
雇
用
を

保
証
し
た
。
そ
の
結
果
、
公
的
部
門
の

労
働
者
数
は
急
拡
大
し
た
。
一
九
五
二

年
に
二
五
万
人
だ
っ
た
公
務
員
数
は
一

九
七
〇
年
代
初
め
ま
で
に
一
二
〇
万
人

に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
社
会
主
義
的
な

経
済
体
制
に
よ
っ
て
民
間
企
業
の
発
展

が
制
限
さ
れ
た
た
め
、
こ
れ
ら
公
務
員

が
中
間
層
の
中
核
と
な
っ
た
。
す
な
わ

ち
、
そ
れ
以
前
と
比
べ
て
高
学
歴
で
、

政
府
部
門
あ
る
い
は
国
有
企
業
部
門
で

働
く
人
た
ち
で
あ
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
社
会
主
義
的
な
経
済
開

発
体
制
は
一
九
七
〇
年
代
に
変
更
を
余

儀
な
く
さ
れ
た
。
肥
大
化
し
た
公
的
部

門
の
維
持
が
困
難
と
な
っ
た
の
で
あ

る
。
そ
の
た
め
、
政
府
は
一
九
七
〇
年

代
半
ば
に
「
門
戸
開
放
」
政
策
を
実
施

し
、
民
間
企
業
お
よ
び
海
外
投
資
家
に

よ
る
エ
ジ
プ
ト
経
済
へ
の
参
入
を
促
し

た
。
門
戸
開
放
政
策
は
現
在
に
続
く
経

済
自
由
化
政
策
の
端
緒
と
な
っ
た
が
、

そ
れ
は
経
済
構
造
の
変
化
だ
け
で
な

く
、
中
間
層
の
変
容
を
も
た
ら
す
契
機

と
な
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
以
降
に
な
る
と
、
そ

れ
ま
で
の
中
間
層
は
、
経
済
自
由
化
に

乗
じ
て
所
得
上
昇
を
果
た
し
た
層
と
、

肥
大
化
し
た
公
的
部
門
で
所
得
の
低
迷

に
直
面
す
る
層
と
に
分
か
れ
た
。
上
位

中
間
層
と
下
位
中
間
層
と
に
二
極
分
解

し
た
の
で
あ
る
。

　

上
位
中
間
層
は
、新
中
間
層
と
し
て
、

経
済
自
由
化
期
の
エ
ジ
プ
ト
で
新
し
い

社
会
階
層
と
な
っ
た
。
新
し
い
中
間
層

を
構
成
し
た
の
は
、
公
的
部
門
の
一
部

エ
リ
ー
ト
層
に
加
え
、
門
戸
開
放
政
策

で
拡
大
し
た
金
融
・
貿
易
部
門
や
外
資

系
企
業
に
雇
用
さ
れ
た
労
働
者
で
あ

る
。
ま
た
、
自
営
業
者
や
海
外
出
稼
ぎ

労
働
者
の
な
か
に
も
比
較
的
高
い
所
得

を
得
る
層
が
出
現
し
た
。

　

そ
れ
に
対
し
、
ナ
ー
セ
ル
政
権
期
の

中
間
層
の
中
核
で
あ
っ
た
公
的
部
門
労

働
者
の
大
半
は
、
経
済
的
な
苦
境
に
立

た
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
特
に
一
九

八
〇
年
代
後
半
の
高
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ

て
一
般
公
務
員
の
生
活
水
準
は
悪
化

し
、
彼
ら
の
不
満
が
高
ま
っ
た
。
そ
の

よ
う
な
状
況
で
広
範
な
支
持
を
集
め
た

の
が
イ
ス
ラ
ー
ム
団
体
で
あ
っ
た
。
エ

ジ
プ
ト
で
は
一
九
七
〇
年
代
か
ら
イ
ス

ラ
ー
ム
重
視
の
風
潮
が
み
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
た
が
、
そ
の
傾
向
は
一
九
九
〇

年
代
に
さ
ら
に
顕
著
と
な
っ
た
（
参
考

文
献
①
）。

　

中
間
層
の
分
解
は
、
二
〇
〇
〇
年
代

も
続
い
た
。
経
済
改
革
の
進
展
に
よ
っ

て
、
そ
の
恩
恵
を
受
け
る
上
位
中
間
層

特 
集

イ
メ
ー
ジ
と
実
態
の
中
間
層

土
屋
一
樹

エ
ジ
プ
ト
の
中
間
層

― 
革
命
後
の
役
割 

―
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と
、
さ
ら
な
る
生
活
の
不
安
定
化
を
懸

念
す
る
下
位
中
間
層
と
い
う
構
図
が
一

層
強
化
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、

ナ
ー
セ
ル
政
権
下
で
拡
大
し
た
中
間
層

世
帯
の
第
二
世
代
で
は
、
高
等
教
育
を

受
け
た
も
の
の
そ
れ
に
見
合
っ
た
職
を

得
ら
れ
ず
、
経
済
的
に
自
立
で
き
な
い

若
者
が
多
く
出
現
し
た
。
そ
れ
ら
現
状

の
社
会
体
制
に
不
満
を
持
つ
層
が
一
月

二
五
日
革
命
の
担
い
手
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
今
に
な
っ
て
振
り
返
れ
ば
、
経

済
的
な
苦
境
に
直
面
し
た
中
間
層
は
、

イ
ス
ラ
ー
ム
に
回
帰
す
る
こ
と
で
目
前

の
政
治
的
社
会
的
な
問
題
へ
の
関
心
を

失
っ
た
の
で
は
な
く
、
現
状
へ
の
不
満

を
共
有
し
て
い
た
と
い
え
る
だ
ろ
う
。

●
新
興
経
済
国
と
し
て
の
期
待

　

国
内
で
は
下
位
中
間
層
の
経
済
的
苦

境
が
顕
著
と
な
っ
て
い
た
一
方
で
、
二

〇
〇
〇
年
代
後
半
の
エ
ジ
プ
ト
は
中
長

期
的
に
高
成
長
の
期
待
で
き
る
新
興
経

済
国
と
し
て
海
外
投
資
家
か
ら
注
目
さ

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
八
〇
〇
〇
万
人

を
越
え
る
人
口
規
模
、
経
済
改
革
の
進

展
、
中
東
地
域
全
体
の
好
景
気
と
い
っ

た
要
因
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
経
済
の

潜
在
成
長
力
が
見
直
さ
れ
た
の
で
あ

る
。
実
際
に
、
エ
ジ
プ
ト
の
経
済
成
長

率
は
二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
四
半
世
紀

ぶ
り
に
七
％
に
達
し
、
ま
た
二
〇
〇
七

年
の
対
内
直
接
投
資
額
は
非
石
油
部
門

だ
け
で
九
〇
億
ド
ル
と
な
り
、
一
九
九

一
〜
二
〇
〇
〇
年
の
合
計
額
と
ほ
ぼ
同

規
模
と
な
っ
た
。
二
〇
〇
〇
年
代
後
半

の
エ
ジ
プ
ト
経
済
は
近
年
ま
れ
に
み
る

好
調
期
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

新
興
経
済
国
と
し
て
の
エ
ジ
プ
ト
に

対
す
る
関
心
が
高
ま
っ
た
の
は
、
安
価

な
労
働
力
や
地
理
的
な
優
位
な
ど
生
産

面
に
お
け
る
特
長
に
加
え
、
消
費
市
場

と
し
て
の
有
望
性
が
評
価
さ
れ
た
た
め

だ
ろ
う
。
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
に
よ
れ

ば
、
二
〇
一
〇
年
時
点
に
お
い
て
、
エ

ジ
プ
ト
の
人
口
の
三
一
・
六
％
（
二
五

八
〇
万
人
）
が
中
間
層
で
あ
っ
た
（
参

考
文
献
②
）。
購
買
力
平
価
換
算
で
、

一
日
一
人
当
た
り
四
ド
ル
以
上
一
〇
ド

ル
未
満
の
消
費
層
（
下
位
中
間
層
）
が

人
口
の
二
〇
・
六
％（
一
六
八
〇
万
人
）、

同
一
〇
ド
ル
以
上
二
〇
ド
ル
未
満
の
層

（
上
位
中
間
層
）
が
一
一
％
（
九
〇
〇

万
人
）
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。
エ
ジ
プ

ト
の
平
均
世
帯
人
数
は
四
・
六
人
（
二

〇
〇
八
年
値
）
な
の
で
、
単
純
計
算
で

は
、
下
位
中
間
層
の
世
帯
当
た
り
年
間

消
費
額
は
六
五
〇
〇
〜
一
万
六
八
〇
〇

ド
ル
（
購
買
力
平
価
換
算
）、
上
位
中

間
層
は
同
一
万
六
八
〇
〇
〜
三
万
三
五

〇
〇
ド
ル
と
な
る
。

　

ち
な
み
に
、
ア
フ
リ
カ
開
発
銀
行
の

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
前
記
中
間
層
以
外
の

大
部
分
（
人
口
の
四
八
％
）
は
、
一
日

一
人
当
た
り
二
ド
ル
以
上
四
ド
ル
未
満

の
消
費
水
準
に
あ
る
と
推
計
さ
れ
て
い

る
。
そ
れ
に
対
し
、
世
界
銀
行
の
推
計

に
よ
れ
ば
、
二
〇
〇
九
年
時
点
に
お
い

て
、
人
口
の
約
四
〇
％
が
準
貧
困
以
下

（
貧
困
層
二
二
％
、
準
貧
困
層
一
九
％
）

で
あ
っ
た
（
参
考
文
献
③
）。
世
界
銀

行
に
よ
る
エ
ジ
プ
ト
の
準
貧
困
層
の
基

準
に
は
一
日
一
人
当
た
り
二
ド
ル
以
上

の
消
費
層
が
一
部
含
ま
れ
る
た
め
、
二

つ
の
推
計
を
直
接
比
較
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
低
所
得
者
層
の
消
費
水
準

に
つ
い
て
は
不
明
な
部
分
が
多
い
。
そ

れ
は
、
エ
ジ
プ
ト
の
特
徴
と
し
て
、「
浅

い
貧
困
」
が
多
い
た
め
だ
ろ
う
。
す
な

わ
ち
、
極
度
な
貧
困
は
少
な
い
が
、
貧

困
線
近
傍
の
所
得
層
が
厚
く
、
景
気
動

向
や
イ
ン
フ
レ
率
な
ど
に
よ
っ
て
貧
困

率
が
大
き
く
変
動
す
る
の
で
あ
る
。

●
中
間
層
へ
の
期
待

　

エ
ジ
プ
ト
の
中
間
層
は
、
国
内
文
脈

で
は
、
一
部
の
上
位
中
間
層
を
除
き
、

か
つ
て
の
中
間
層
の
多
く
が
長
期
的
な

凋ち
ょ
う

落ら
く

傾
向
に
あ
る
と
捉
え
ら
れ
て
き

た
。
一
方
、
国
際
的
に
は
、
高
経
済
成

長
率
を
受
け
、
中
間
層
の
購
買
力
に
対

す
る
関
心
が
高
ま
っ
て
い
る
。実
際
に
、

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
に
大
規
模
な
外
資

系
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
の
開
業
が
相

継
ぎ
、
ま
た
中
国
・
韓
国
車
の
エ
ジ
プ

ト
国
内
で
の
生
産
が
始
ま
る
な
ど
、
中

間
層
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
外
国
企
業

の
進
出
が
積
極
化
し
た
。

　

二
〇
〇
〇
年
代
後
半
の
エ
ジ
プ
ト
の

中
間
層
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
は
、
過
去

と
比
較
す
る
か
、
国
際
的
に
比
較
す
る

か
で
、
そ
の
捉
え
方
に
温
度
差
が
あ
っ

た
。
し
か
し
な
が
ら
、
一
月
二
五
日
革

命
に
よ
っ
て
、
エ
ジ
プ
ト
国
内
で
の
中

間
層
に
対
す
る
見
方
は
大
き
く
変
わ
っ

た
。
今
後
の
政
府
は
、
安
定
的
な
政
権

運
営
の
た
め
に
、
中
間
層
か
ら
の
支
持

を
重
視
す
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。
一

九
五
二
年
革
命
後
に
中
間
層
の
拡
大
が

重
要
政
策
と
な
っ
た
よ
う
に
、
一
月
二

五
日
革
命
後
も
社
会
の
安
定
化
の
た
め

に
中
間
層
に
対
す
る
施
策
が
重
要
視
さ

れ
る
だ
ろ
う
。
現
在
の
エ
ジ
プ
ト
の
中

間
層
は
、
新
し
い
社
会
の
担
い
手
と
し

て
、
国
内
に
お
い
て
も
改
め
て
注
目
さ

れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
る
。

（
つ
ち
や　

い
ち
き
／
ア
ジ
ア
経
済
研
究

所　

中
東
研
究
グ
ル
ー
プ
）

《
参
考
文
献
》

① A
m
in
, G
alal [1

9
9
5
] E
gypt

's 
E
conom

ic P
redicam

ent , L
ei-

d
en
: E
. J. B

rill.

② A
fD
B
 [2
0
1
1
] T
he M

id
d
le of 

th
e P
yram

id
: D
yn
am
ics o

f 
th
e M

id
d
le C

lass in
 A
frica

, 
M
arket B

rief, A
pril.

③ W
orld
 B
an
k [2
0
1
1
] A
rab R

e-
pu
blic of E

gypt: P
overty in 

E
gypt 2

0
0
8
-0
9
, W
orld
 B
an
k 

R
eport N

o. 6
0
2
4
9
-E
G
, Jun

e.

エジプトの中間層 ― 革命後の役割 ―

27 アジ研ワールド・トレンド No.204 （2012. 9）




